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よし ：赤が 15cmで，ヒ°ンクが 7個やから 15X7で
105やからお父さんは 105cm
しげ君6個分で母の嵩さになると説明するが，テープ
固を使ったしげ君と母の直接比較であり、 2倍の 3倍
で6倍という説明が出てこない。赤のテープを 2個に
しておけば解決できたかも知れない。
図5 「再現」し課題場面をつかむ
4 課題と成果
諜題提示の場面で，条件を不足させることによって
子どもたちは，解決のために必要な条件や値を探り始
めた。また，課題場面をテープ図を用いて再現するこ
とによって，相互間にある倍関係を捉えることができ
た。
具体物を用いて課題場面を再現し視覚化して捉える
ことや，考えを操作して表現することで考えを共有化
することができたと考える。
しかし，絵図や具体物と式を関連付けて表現する
ことやそれぞれの思考を比較することで思考を深める
力はまだ十分とは言えない。
子どもたちが自分の言葉で話し合い，解決の方法や
手順を言葉や固等で書き表し，それぞれの思考をつな
ぎ合うことで確かな学びへと向かうことができるよう
今後も研究を深めていきたいと考えている。
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